
３． 子育て・教育
～総合的な対策で選ばれるまちづくり～

（１）子育て支援の充実

（２）教育の充実



子
供が産まれる前から健やかに育つまでの切れ目のない支援を総合的かつ
継続的に推進していきます

3．子育てと教育で選ばれるまちづくり
４７事業 ２２７億１,２３９万円

Ⅰ：子育てのための経済的支援

（１）子育て支援の充実

1.妊娠～出産期 2.乳幼児期 3.小学校 5.高校0.結婚新生活

○ 結婚新生活応援（後掲）
○ 妊娠届時
5万円給付

○ 妊婦健診15回無料

○ 出生時
5万円給付

○ 出産育児一時金
５０万円給付

児童手当 月額5,000円～15,000円

4.中学校

子どもの医療費18歳まで全額無料（窓口無償化）

〇 ０～２歳児の保育料
を国基準額から軽減

○ 奨学資金
支給制度
（年5万円）

○ 放課後児童クラブの
利用料を軽減
・第2子 2,000円
・第3子以降

4,000円

拡 拡 拡

拡

拡
新

新

結婚から子供が健やかに育つまでの間、切れ目ない経済的な支援を総合的かつ継続的に推進します。 7,486,929千円

第2子の保育料1/2
第3子以降は無料
・所得制限撤廃
（年齢基準なし）

拡

○ 幼児教育･保育の無償化

①住宅スタートアップ
支援（所得制限なし）
（初年度１５万円）

②家賃支援 ２年間
（最大年２４万円）

③住宅取得支援
（最大３０万円）

○ 福島型給食
・質の高い給食
・給食費の1/3を支援

○ 福島型給食
・質の高い給食
・給食費の1/3を支援

○ 福島型給食
・質の高い給食
・給食費の1/3を支援

国民健康保険税の軽減 （未就学児と18歳以下の子2人目以降）

拡拡 拡

○ 新生児聴覚検査無料
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○ 待機児童対策推進パッケージ

○ 福島型給食の推進 470,188千円

食材価格が高騰する現状においても、栄
養バランスが取れたおいしい福島型給食
の質と量を継続的に確保するとともに、
補助率を１/３に拡大し、保護者の負担を
さらに軽減します。

183,955千円○ 放課後児童クラブ支援員等処遇改善

146,431千円

○ 放課後児童クラブの運営

○ 子育て施設の運営

○ 地域子育て支援拠点の運営

￭ 保育士するなら福島市！プロモーション

￭ 輝け！保育人財活躍促進

￭ 保育士宿舎借り上げ支援

￭ 保育支援員雇用支援

◎ 幼稚園送迎ステーションの運営

￭ ＵＩＪターン保育士等就労支援

￭ 保育士等奨学資金貸付

（主なもの）

（R5：94クラブ）

9,408千円○ 休日保育の実施

36,960千円○ 放課後児童クラブ多子世帯利用料補助

8,261千円○ 特色ある幼児教育・保育の推進

143,900千円○ 保育施設多子世帯負担軽減

15,500千円○ 病児・緊急対応の強化

参考 無償化による負担軽減額
１３億8,005万円

8,810,239千円

700,525千円

237,380千円

Ⅱ：子育て環境の整備

○ 子どもの居場所づくりと子ども食堂運営支援（一部再掲） 5,700千円

○ 保育の質向上に向けた研修 162千円

○ 保育士等の処遇改善（一部再掲） 237,425千円

新

拡

拡

子ども・子育て新ステージ2020推進事業

拡

○ 私立保育所・認定こども園整備支援 283,119千円

拡

拡

○ 私立幼稚園預かり保育支援 8,984千円（R4：６園 ⇒ R5：８園へ）拡

拡 拡

拡

特色ある幼児教育・保育に積極的に取り組む施
設に対して費用を補助し、豊かな発想や感性を
持った子供たちの成長を支援します。
R5より、事業4年目以降の園に対しても継続して
支援します。

子どもが2人以上いる全ての世帯に対し、
第2子以降の認可保育施設の保育料を軽減します。

全ての子 保育料

2人目 半 額

3人目以降 無 料
所得制限撤廃！
年齢基準なし！

○ ふくしま☆スタイル住宅整備（後掲） 318,000千円新

新婚、子育て世帯が福島に住んで良かったと実感できる
魅力ある市営住宅を整備します。

○ こども家庭センター・えがおの設置 29,014千円新
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○ 中学生ドリームアップ（キャリア教育の推進）

・福島型オンライン授業の充実、読解力の向上と読書習慣の定着に向けた図書の充実、不登校児童生徒の支援体制の拡充、学校施設の改修など、
地域の将来を担う子どもたちの健やかな成長と質の高い学びを支えます。

○ 学校施設のリフレッシュ、バリアフリー化

3,639千円

小学校5年生以上に算数科、中学校全学年に数学科のデジタル教科書
を導入し、今後のデジタル教科書導入に向けた実証を行います。

○ 福島型オンライン授業

○ 読解力向上推進

○ 福島型個性をのばす教育

○ 頑張るふくしまっ子復興夢応援

○ ふくしま支援学校校舎等改築

○ 小・中学校屋内運動場改築
（４校（瀬上小、余目小、西信中、渡利中））

○ 松陵中学校（松川地区義務教育学校）改築

3,700千円

本市ゆかりの著名人や地元企業と連携してスポーツや文化
芸術など各学校で特色ある教育を行い、可能性に挑戦する
子どもを育成します。

2,000千円

7,003千円

○ 学力向上サポート 11,088千円

402,052千円
ICTを活用した新たな学びを日常的に
授業に取り入れます。

659,901千円

1,775,802千円

445,888千円
校舎の外壁など、改修をスピードアップします。
また、トイレのバリアフリー化を推進します。

426,650千円

○ 学校図書館のICT化

○ 外国語教育推進 108,611千円

○ 学校図書館の図書整備 16,278千円

○ 新学校給食センター整備 11,491千円

Ⅰ：学校教育の質向上

○ 特別支援教育推進 166,127千円

Ⅱ：学びの環境の充実

・地域の将来を担う子どもたちに、大切にされていると実感しても
らえる学びの環境を提供します。

本市初の義務教育学校開校へ向け
改築工事に着手します。 （令和7年4月開校予定）

北部・西部給食センターと、一部の単独校を統合した
新たな給食センターの整備（PFI方式）に着手します。 （令和８年4月供用開始予定）

拡

拡

○ いじめ・不登校対応推進 8,501千円

新

市立学校の学校図書館の電子化と学校間や市立
図書館と連携するシステムを整備し、1人1台
タブレット端末を活用して、児童生徒ひとり一人
の読書活動や家庭学習の質向上を支援します｡

○ デジタル教科書の全校導入（算数・数学科） 8,000千円新

新

131,865千円

○ 公立夜間中学の開設に向けた準備(再掲) 42,757千円拡

（3月補正）

（3月補正）

（２）教育の充実


